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 p.31 図Ⅲ-1-5のオキサシリンの解説 ≧4㎍/mLと判定 4㎍/mLと判定

 p.31 図Ⅲ-1-5のセフォキシチンの解説 ≧8㎍/mLと判定 8㎍/mLと判定

 p.139 図Ⅲ-4-11のオキサシリンの解説 ≧4㎍/mLと判定 4㎍/mLと判定

 p.139 図Ⅲ-4-11のセフォキシチンの解説 ≧8㎍/mLと判定 8㎍/mLと判定

  細菌学的特徴と形態
 p.172

   【観察のポイント】の項 
・・・, Kinyoun染色にて赤染する. ・・・, Kinyoun染色にて赤染しない.

 p.181 図Ⅲ-5-5のオキサシリンの解説 ≧4㎍/mLと判定 4㎍/mLと判定

 p.181 図Ⅲ-5-5のセフォキシチンの解説 ≧8㎍/mLと判定 8㎍/mLと判定

 p.209 図Ⅲ-6-8のオキサシリンの解説 ≧4㎍/mLと判定 4㎍/mLと判定

 p.209 図Ⅲ-6-8のセフォキシチンの解説 ≧8㎍/mLと判定 8㎍/mLと判定

  特徴と分離のポイント
 p.236

   【形態】の項 
・・・大きさ3～5mmの ・・・大きさ3～5μmの

 p.244 下から3行目. 0.5%以上のクロルヘキシジン 0.5%より高いクロルヘキシジン

 
   注射用キノロン系薬
 p.266 表Ⅲ-7-12.のH. cinaediの第1選択薬 注射用キノロン系薬   キノロン系薬耐性株に対してはβ-ラクタム

      系薬を選択
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